










私はこの研究班を引き受けました日本母性保護医協会(日母)の幹事をしております。私自

身は慶応大学の産婦人科の講師で、不妊症、中でも内分泌を専門としております。そして

日母の社会医学的なことと関係しておりますので、この研究にも係わることになりました。

今、女性保健に対してどのようなことが求められているかということを簡単にお話ししま

す。

本論に入る前に日本母性保護医協会の説明をさせていただきます。産婦人科医の団体には

2 つあり、ひとつは日本産婦人科学会、そしてもうひとつが社団法人日本母性保護医協会

です。日本産婦人科学会は学問を主としており、日母はそれ以外の経済、社会、医者の待

遇など種々め医師、医療に関する問題を解決していこうという会です。

更年期を例にとれば、更年期に何故なるのかということなどを考えるのが日本産婦人科学

会であり、そういう女性に対して産婦人科医はどのように対応すればいいのかを教えるの

が日母です。このようにこの2つの団体が日本の女性のために様々な事を考えて行ってい

ることになります。


